
いちごドリルプリント

中部地方 名前

問1 東海道新幹線が結ぶ「東名阪（東京・名古屋・大阪）」の三大都市圏において、静岡県と岐阜県に挟まれた地域に位置し、中部地方の経済や交
通の要所となっている都道府県を選択してください。 （2018年 群馬県公立入試 類似）

1. 愛知県 2. 静岡県 3. 岐阜県 4. 滋賀県

問2 渥美半島で盛んに行われている「電照菊」の栽培について、その仕組みを説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2026年 富山県公立入試

類似）

1. 夜間に人工的な光を当てることで
、ビニールハウス内の温度を高め、
成長を早める促成栽培を行っている
。

2. 夜間に人工的な光を当てることで
、植物の性質を利用して開花時期を
遅らせる抑制栽培を行っている。

3. 夜間に強い光を当てることで、害
虫の活動を抑え、農薬を使用せずに
生産する環境保全型農業を行ってい
る。

4. 夜間に光を当てることで、日照時
間を長くし、夏にしか育たない熱帯
性の果実を冬に収穫している。

問3 かつて藩主が文化振興に力を入れた歴史的背景を持ち、現在も加賀友禅や金沢箔、そして能登半島の「輪島塗」など、多くの伝統的工芸品が生
産されている都道府県を選びなさい。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 福井県 2. 岐阜県 3. 石川県 4. 富山県

問4 レタスの市場への入荷量を月別に分析すると、長野県産は7月から9月にかけて急増し、年間で最も多い出荷時期を迎えます。これに対し、冬か
ら春にかけては茨城県や静岡県などの入荷量が多くなります。長野県がこのような出荷時期の調整を行っている理由として、最も適切な説明は
どれですか。 （2017年 大分県公立入試 類似）

1. 夏の涼しい高冷地の気候を活かし
、平地での生産が減少する時期に市
場へ供給するため

2. 大消費地である東京などに近いた
め、輸送費を抑えて新鮮なうちに大
量出荷するため

3. 化学肥料や農薬を一切使わず、自
然のままの環境でゆっくりと時間を
かけて育てるため

4. 冬の温暖な気候を活かし、ビニー
ルハウスを用いて出荷時期を大幅に
早めるため

問5 北陸地方のように、冬季に降水量が多く積雪が厳しい地域において、輪島塗や小千谷ちぢみといった伝統産業が発達した主な理由として適切な
ものはどれですか。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 広大な森林から得られる豊富な木
材を、冬の間にソリを使って容易に
運び出せたから。

2. 冬の間は積雪によって農作業がで
きないため、屋内で行える手作業を
副業として進めたから。

3. 雪解け水を利用した水力発電が早
期に普及し、機械による大量生産が
容易だったから。

4. 乾燥した冬の空気が、漆の乾燥や
布の染色を定着させるのに最も適し
ていたから。

問6 東海地方、特に渥美半島周辺で「電照菊」などの施設園芸農業が発達した理由と、その営農上の特徴を説明したものとして正しいものはどれで
すか。 （2019年 鳥取県公立入試 類似）

1. 広大で平坦な土地を確保しやすい
ため、大型機械を導入して、小麦や
大豆などを大規模に生産する土地利
用型農業を行っている。

2. 黒潮の影響を受けた温暖な気候を
活かし、温室などの設備を用いて出
荷時期を調整しながら、大消費地へ
向けて生産している。

3. 夏の冷涼な気候を活かして、他の
地域で収穫できない時期に野菜を出
荷する抑制栽培を行い、輸送園芸を
成立させている。

4. 季節風を遮る高い山々に囲まれた
盆地の気候を活かし、扇状地を利用
してブドウやモモなどの果樹栽培を
専門に行っている。

問7 ある港の貿易統計において、輸出総額が10兆7000億円を超えて国内1位であり、その輸出項目の上位3品目が自動車、自動車部品、内燃機関と
なっている場合、このような貿易構造が成立している背景として正しいものを選びなさい。 （2018年 愛知県公立入試 類似）

1. 関東地方の巨大な消費市場に向け
た輸入の中継地点として、周辺の加
工貿易が盛んになったため。

2. 北九州工業地帯において、鉄鋼業
から自動車製造業への産業構造の転
換が急速に進んだため。

3. 阪神工業地帯における金属工業の
発展により、船体やエンジンなどの
大型機械の輸出が増えたため。

4. 中京工業地帯の中核を成す自動車
産業の集積が、港の輸出データに強
く反映されているため。

問8 富山県の製造品出荷額等の割合を示した統計資料を確認すると、全国と比較して「化学」と「非鉄金属」の割合が非常に高いという特徴が見ら
れます。この統計結果から読み取れる富山県の工業の特色について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2023年 富山県公立入試 類似）

1. 伝統的な売薬業から発展した医薬
品製造と、豊富な水・電力を活用し
たアルミニウム加工が盛んである。

2. 原料を海外から輸入しやすい立地
条件を活かし、輸入した原油を精製
する石油化学工業が中心となってい
る。

3. 中京工業地帯の一部として、自動
車部品や工作機械などの輸送用機械
の生産に特化している。

4. 臨海部に大規模な製鉄所と石油コ
ンビナートが立ち並び、重化学工業
の出荷額の大半を占めている。

問9 ある県の人口統計において、人口密度が1平方キロメートルあたり4638.4人と突出して高く、昼夜間人口比率も104.4%と100%を上回っていま
す。また、2000年から2020年にかけて人口が約3万3千人増加している場合、この地域の人口動態に関する記述として正しいものを選びなさい
。 （2025年 福岡県公立入試 類似）

1. 山間部を中心とした過疎化が深刻
な課題となっており、若年層の流出
によって夜間の人口密度が低下して
いる

2. いわゆる「ベッドタウン」として
の性質が極めて強く、昼間は多くの
住人が近隣の他県へ通勤・通学して
いる

3. 広大な農地を活かした第1次産業
が中心であり、他地域からの人口流
入はほとんど見られない

4. 中心都市に経済や教育の機能が集
中しており、昼間の活動人口が夜間
の居住人口よりも多い状態にある

問10 静岡県東部の富士市周辺で、富士山麓から得られる豊かな水資源を背景に発達し、現在でも日本の出荷額で上位を占める工業分野として、正し
いものを次のうちから選びなさい。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. 鉄鋼業 2. 紙・パルプ（製紙業） 3. 自動車工業 4. 石油化学工業

問11 福井県鯖江市を中心に発展した「眼鏡のフレーム」製造の産業的な特徴や背景について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。
（2019年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 大規模な海外資本の工場が誘致さ
れたことで急速に発展し、現在は全
工程を一つの巨大工場で一貫生産し
ている。

2. 豊かな森林資源と水資源を背景と
した地場産業であり、環境規制の強
化に伴いハイテク産業へと転換した
。

3. 京都の伝統的な工芸技術が北陸地
方に伝わったもので、貴族や寺社向
けの高級品として生産が始まった。

4. 冬の積雪期における農家の副業と
して始まり、現在は多くの小規模な
工場が工程を分担する分業体制によ
って支えられている。


